
別表第5(第15条)

　1　通話試験

区分
実施時間
種別
呼出し局
応答局

定時試験
毎日

9時00分
消防系無線

救急系無線

(市町村波)

県内共通波
基地局
消防本部及び全署所の陸上移動局


毎月1日

16時30分
全国共通波

(1CH)
基地局
全署所の陸上移動局

臨時試験
地震発生時その他必要と認められるとき
消防系無線

救急系無線

(市町村波)
基地局
消防本部及び全署所の陸上移動局

　注1　地震発生時とは、指令室の地震表示器が表示(震度2の4ガル以上)した場合で、指令室長が必要と認めたときに実施するものとする。

　注2　通話試験は、「消防本部」・「印西署」・「牧の原分署」・「本埜分署」・「印西西署」・「印旛署」・「白井署」・「西白井署」の陸上移動局順で市町村波と救急波は別に実施し、県内共通波及び全国共通波は、同上陸上移動局順で実施するものとする。

　注3　定時通話試験は、市町村波(消防系・救急系)を奇数日、県内共通波を偶数日で実施するものとする。

　2　定時通話試験要領

　　(1)　消防系・県内共通波・全国共通波

基地局
「こちらは、しようぼういんざい　9時(16時30分)　種別　定時通信試験を行います。」

「しようぼういんざいから各局、ただいま試験中、本日は晴天なり、本日は晴天なり、本日は晴天なり、各移動局は感明度を送信せよ　いんざい○○　から　どうぞ」

　　　　　　　　　各陸上移動局応答

「各局ともメリット5」

「続いて　いんざい○○　から　どうぞ」

　　　　　　　　　各陸上移動局応答

「各局ともメリット5」

　(以下順次行う。)

「これをもつて　定時通信試験を終了します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　しようぼういんざい」

移動局
「いんざい○○　メリット5」

「いんざい○○　メリット5」(以下続く)

「いんざい○○　メリット5　以上」

　注1　各署所毎に続けて応答し、各署所最後の応答局は通話の終りに「以上」を付する。

　注2　原則として、業務遂行中の陸上移動局は実施しない。

　　(2)　救急系

基地局
「続いて、救急波　通話試験を行います。」

「しようぼういんざいから各局、ただいま試験中、本日は晴天なり、本日は晴天なり、本日は晴天なり、各移動局は感明度を送信せよ　いんざいきゆうきゆう1　から　どうぞ」

　　　　　　　　　各陸上移動局応答　

「続いて　まきのはらきゆうきゆう1　どうぞ」

　　　　　　　　　各陸上移動局応答

「各局ともメリット5」

「これをもつて　定時通信試験を終了します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　しようぼういんざい」

移動局
「いんざいきゆうきゆう1　メリット5」

「○○○○きゆうきゆう1　メリット5」

　3　臨時通話試験要領

　　(1)　定時通話試験要領に準じて実施する。

基地局
「しようぼういんざいから各局、ただいまから地震発生に伴う、臨時通話試験を行う。本日は晴天なり、本日は晴天なり、本日は晴天なり、各移動局は、感明度を送信せよ　いんざい○○　から　どうぞ」

　　　　　　　　　各陸上移動局応答

「各局ともメリット5」

「続いて　いんざい○○　から　どうぞ」

　　　　　　　　　各陸上移動局応答

「各局ともメリット5」

　(以下順次行う。)

「これをもつて　臨時通話試験を終了します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　しようぼういんざい」

移動局
「いんざい○○　メリット5」

「いんざい○○　メリット5」(以下続く)

「いんざい○○　メリット5　以上」

　注1　各署所毎に続けて応答し、各署所最後の応答局は通話の終りに「以上」を付する。

　注2　原則として、業務遂行中の陸上移動局は実施しない。


